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⃝

文
化
芸
術
活
動

　
竹た

け
む
ら村
嘉よ

し
ぞ
う造
さ
ん
（
陶
芸
）

　
小こ

も
り森
嘉か

つ

こ
津
子
さ
ん
（
華
道
）

⃝
文
化
協
会
25
年
継
続
団
体

　
鎌
掛
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
（
代
表
　
伊い

と
う藤
隆た

か
よ
し喜
さ
ん
）

　
お
話
パ
ズ
ル
（
代
表
　
岸き

し
わ
だ

和
田
加か

よ

こ
代
子
さ
ん
）

　
９
月
13
日
（
土
）、
日
野
町
役
場
一
帯
で
「
氏
郷
ま

つ
り
2
0
2
5
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
例
年
夏
と
秋
そ
れ
ぞ
れ
に
開
催
の
「
氏
郷

ま
つ
り
『
夏
の
陣
』」
と
「
氏
郷
ま
つ
り“

楽
市
楽
座”

」

の
両
イ
ベ
ン
ト
の
魅
力
を
ひ
と
つ
に
集
約
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、飲
食
ブ
ー
ス
や
産
業
P
R
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
立
ち
並
び
ま
し
た
。ま
た
、ダ
ン
ス
や
演
奏
、大
抽
選

会
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、終
始
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
江ご

う
し
ゅ
う州
音お

ん
ど頭
で
は
、
地
域
の
各

種
団
体
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
野
町
国
際

親
善
協
会
に
よ
る
外
国
人
と
町
民
の
交
流
事
業
の
一
環

と
し
て
、町
内
在
住・在
勤
で
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
9
名

の
方
が
浴
衣
を
着
て
江
州
音
頭
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
夏
の
余
韻
を
感
じ
さ
せ
る
初
秋

の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
来
場
者
は
「
季
節
の
変
わ

り
目
に
ぴ
っ
た
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
癒
さ
れ
た
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ミ
シ
ガ
ン
州
知
事
が

日
野
町
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た

町
村
合
併
70
周
年
記
念

「
氏
郷
ま
つ
り
2
0
2
5
」

　
９
月
５
日
（
金
）、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ミ
シ
ガ
ン
州
の
グ
レ
ッ

チ
ェ
ン
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ー
州
知
事
一
行
が
、
姉
妹
州
で
あ
る
滋
賀

県
を
訪
問
さ
れ
、
日
野
町
に
も
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
野
町
で
は
、
ミ
シ
ガ
ン
州
に
北
米
拠
点
を
持
つ
株
式
会
社

ダ
イ
フ
ク
滋
賀
事
業
所
（
中
在
寺
）
を
訪
問
さ
れ
、
企
業
活
動

の
様
子
を
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
近
江
日
野
商
人

ふ
る
さ
と
館
を
滋
賀
県
三み

か日
月づ

き

知
事
と
と
も
に
訪
問
さ
れ
、
日

野
祭
曳ひ

き
や
ま山
囃は

や
し子
方か

た

交
流
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
歓
迎
演
奏
や
、
伝

統
料
理
を
継
承
す
る
会
に
よ
る
「
鯛
そ
う
め
ん
御
膳
」
を
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Hヒ

ノ

I
N
O 

Bブ

ル

ー

イ

ン

グ

R
E
W
I
N
G
の
ト
ム

･
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
さ
ん
（
イ
ギ
リ
ス
出
身
）
と
シ
ョ
ー
ン
･
フ
ミ

エ
ン
ツ
キ
さ
ん
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
）
が
日
野
祭
囃
子
な
ど
に
つ

い
て
英
語
で
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
堀
江
町
長
か
ら
は
、
日
野
町

の
魅
力
や
日
野
商
人
の
紹
介
が
あ
り
、
町
の
魅
力
を
知
っ
て
い

た
だ
く
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ホ
イ
ッ
ト
マ
ー
州
知
事
は
、
訪
問
を
終
え
る
際
に
笑
顔
で
「
お

お
き
に
」
と
関
西
弁
で
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
日
野
町
な
ら
で
は
の

お
も
て
な
し
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
9
月
27
日
（
土
）、
松
尾
公
園
で
「
第
1
回
わ
く
わ

く
村
×
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ぱ
れ
っ
と
し
が
に
よ
る
子
ど
も
食
堂
の
イ
ベ
ン
ト
と

日
野
観
光
協
会
に
よ
る
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
が
、
お
互
い

の
良
い
と
こ
ろ
を
合
わ
せ
、
み
ん
な
が
も
っ
と
楽
し
め

る
よ
う
に
と
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
飲
食
ブ
ー
ス
で
は
、
町
内
の
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

を
対
象
に
飲
食
チ
ケ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
、
ピ
ザ
や
わ
た
あ
め
な
ど
好
き
な
ブ
ー
ス
を
選
ん
で

チ
ケ
ッ
ト
と
交
換
し
て
い
ま
し
た
。

　
ア
ー
ト
ブ
ー
ス
で
は
、
チ
ョ
ー
ク
で
自
由
に
絵
を
描

い
た
り
、
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
雑

貨
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
な
ど
、

芸
術
の
秋
に
ぴ
っ
た
り
な
体
験
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
お
菓
子
ま
き
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

け
ん
玉
検
定
な
ど
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
や

親
子
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
食
堂
と
ア
ー
ト
の
イ
ベ
ン
ト
が
ひ
と
つ
に

「
第
1
回
わ
く
わ
く
村
×

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
」

　
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
綿
向
山
の
標

高
１
，１
１
０
ｍ
に
ち
な
ん
で
平
成
８

（
１
９
９
６
）
年
に
11
月
10
日
を
「
綿
向

山
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

綿
向
山
の
日
を
制
定
し
30
回
目
を
迎
え

ま
す
。

綿
向
山
の
魅
力

　
綿
向
山
は
、
鈴
鹿
山
系
の
一
峰
で
、

歴
史
に
古
い
神
を
祀ま

つ

る
大
衆
の
山
で

す
。
鈴
鹿
国
定
公
園
内
に
位
置
し
、
山

中
に
は
希
少
価
値
の
高
い
植
物
が
分
布

し
て
い
る
ほ
か
、
美
し
い
声
の
夏
鳥
が

姿
を
見
せ
る
な
ど
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
山
頂
か
ら
眺
め
る
景
色
は
す

ば
ら
し
く
、
空
気
の
澄
ん
だ
日
に
は
、

東
に
伊
勢
湾
や
日
本
ア
ル
プ
ス
、
西
に

近
江
盆
地
や
琵
琶
湖
な
ど
の
雄
大
な
景

色
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

綿
向
山
を
愛
す
る
会

　
３
回
目
の
「
綿
向
山
の
日
」
か
ら
始

ま
っ
た
記
念
事
業
「
ふ
れ
あ
い
綿
向
山

Ｄ
Ａ
Ｙ
」
の
運
営
を
き
っ
か
け
に
、「
綿

向
山
を
愛
す
る
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
１
０
０
名
近
く
が
加
入
さ

れ
、
県
外
の
方
も
多
数
在
籍
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
権
者
で
あ
る
綿
向
生
産
森
林

組
合
の
協
力
の
も
と
、
組
合
と
契
約
を

結
び
、
登
山
道
維
持
活
動
や
自
然
を
大

切
に
す
る
活
動
、
広
報
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
活
動
を
、
グ
ル
ー
プ
制
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
登

山
道
や
駐
車
場
の
清
掃
、
山
小
屋
の
保

全
、
自
然
保
護
活
動
が
行
わ
れ
、
綿
向

山
の
環
境
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
綿
向
山
の
日
」30
回
目
の

　
　

記
念
行
事

　
11
月
８
日
（
土
）
～
16
日
（
日
）、
わ

た
む
き
ホ
ー
ル
虹
の
事
務
所
前
通
路
に

て
、
綿
向
山
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
や

写
真
、
絵
画
な
ど
の
展
示
が
行
わ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一

般
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
10
日
（
月
）

に
は
綿
向
山
頂
上
で
関
係
者
に
よ
る
植

樹
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　「
綿
向
山
を
愛
す
る
会
」
代
表
の
竹た

け

村む
ら

久く

二に

夫お

さ
ん
（
日
野
）
は
、「
今
回
の

記
念
行
事
を
完か

ん
す
い遂
し
、
こ
れ
を
機
に
今

後
も
頂
上
の
植
樹
を
継
続
し
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

現
在
、
綿
向
山
は
間
伐
お
よ
び
道
路
工
事

実
施
の
た
め
登
山
道
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
整
備
作
業
が
進
め
ら
れ
、
令

和
９
年
に
入
山
可
能
に
な
る
予
定
で
す
。

綿
わ た む き や ま

向山

発 見発 見

　
10
月
13
日
（
月
）、

わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹

で
文
化
功
労
者
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
日

野
町
文
化
協
会
か
ら

日
野
町
の
文
化
芸
術

活
動
に
格
別
の
功
績

ま
た
は
貢
献
の
あ
っ

た
個
人
お
よ
び
団
体

に
対
し
て
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。

　
今
年
度
表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

堀江
町長

三日
月知
事
ホイ
ット
マー
州知
事

日野町建築組合による

こども棟上げ体験

青空のもと、
食欲＆芸術の秋を満喫♪

外国人浴衣体験

令
和
７
年
度 

日
野
町
文
化
協
会

文
化
功
労
者
が

�

表
彰
さ
れ
ま
し
た

綿向山を愛する会
ホームページ

綿向山を愛する会
代表 竹村久二夫さん\

会
員
募
集
中
！/

受彰された皆さん
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ス
を
選
ん
で

チ
ケ
ッ
ト
と
交
換
し
て
い
ま
し
た
。

　
ア
ー
ト
ブ
ー
ス
で
は
、
チ
ョ
ー
ク
で
自
由
に
絵
を
描

い
た
り
、
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
雑

貨
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
な
ど
、

芸
術
の
秋
に
ぴ
っ
た
り
な
体
験
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
お
菓
子
ま
き
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

け
ん
玉
検
定
な
ど
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
や

親
子
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
食
堂
と
ア
ー
ト
の
イ
ベ
ン
ト
が
ひ
と
つ
に

「
第
1
回
わ
く
わ
く
村
×

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
」

　
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
綿
向
山
の
標

高
１
，１
１
０
ｍ
に
ち
な
ん
で
平
成
８

（
１
９
９
６
）
年
に
11
月
10
日
を
「
綿
向

山
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

綿
向
山
の
日
を
制
定
し
30
回
目
を
迎
え

ま
す
。

綿
向
山
の
魅
力

　
綿
向
山
は
、
鈴
鹿
山
系
の
一
峰
で
、

歴
史
に
古
い
神
を
祀ま

つ

る
大
衆
の
山
で

す
。
鈴
鹿
国
定
公
園
内
に
位
置
し
、
山

中
に
は
希
少
価
値
の
高
い
植
物
が
分
布

し
て
い
る
ほ
か
、
美
し
い
声
の
夏
鳥
が

姿
を
見
せ
る
な
ど
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
山
頂
か
ら
眺
め
る
景
色
は
す

ば
ら
し
く
、
空
気
の
澄
ん
だ
日
に
は
、

東
に
伊
勢
湾
や
日
本
ア
ル
プ
ス
、
西
に

近
江
盆
地
や
琵
琶
湖
な
ど
の
雄
大
な
景

色
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

綿
向
山
を
愛
す
る
会

　
３
回
目
の
「
綿
向
山
の
日
」
か
ら
始

ま
っ
た
記
念
事
業
「
ふ
れ
あ
い
綿
向
山

Ｄ
Ａ
Ｙ
」
の
運
営
を
き
っ
か
け
に
、「
綿

向
山
を
愛
す
る
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
１
０
０
名
近
く
が
加
入
さ

れ
、
県
外
の
方
も
多
数
在
籍
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
権
者
で
あ
る
綿
向
生
産
森
林

組
合
の
協
力
の
も
と
、
組
合
と
契
約
を

結
び
、
登
山
道
維
持
活
動
や
自
然
を
大

切
に
す
る
活
動
、
広
報
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
活
動
を
、
グ
ル
ー
プ
制
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
登

山
道
や
駐
車
場
の
清
掃
、
山
小
屋
の
保

全
、
自
然
保
護
活
動
が
行
わ
れ
、
綿
向

山
の
環
境
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
綿
向
山
の
日
」30
回
目
の

　
　

記
念
行
事

　
11
月
８
日
（
土
）
～
16
日
（
日
）、
わ

た
む
き
ホ
ー
ル
虹
の
事
務
所
前
通
路
に

て
、
綿
向
山
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
や

写
真
、
絵
画
な
ど
の
展
示
が
行
わ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一

般
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
10
日
（
月
）

に
は
綿
向
山
頂
上
で
関
係
者
に
よ
る
植

樹
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　「
綿
向
山
を
愛
す
る
会
」
代
表
の
竹た

け

村む
ら

久く

二に

夫お

さ
ん
（
日
野
）
は
、「
今
回
の

記
念
行
事
を
完か

ん
す
い遂
し
、
こ
れ
を
機
に
今

後
も
頂
上
の
植
樹
を
継
続
し
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

現
在
、
綿
向
山
は
間
伐
お
よ
び
道
路
工
事

実
施
の
た
め
登
山
道
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
整
備
作
業
が
進
め
ら
れ
、
令

和
９
年
に
入
山
可
能
に
な
る
予
定
で
す
。

綿
わ た む き や ま

向山

発 見発 見

　
10
月
13
日
（
月
）、

わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹

で
文
化
功
労
者
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
日

野
町
文
化
協
会
か
ら

日
野
町
の
文
化
芸
術

活
動
に
格
別
の
功
績

ま
た
は
貢
献
の
あ
っ

た
個
人
お
よ
び
団
体

に
対
し
て
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。

　
今
年
度
表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

堀江
町長

三日
月知
事
ホイ
ット
マー
州知
事

日野町建築組合による

こども棟上げ体験

青空のもと、
食欲＆芸術の秋を満喫♪

外国人浴衣体験

令
和
７
年
度 

日
野
町
文
化
協
会

文
化
功
労
者
が

�

表
彰
さ
れ
ま
し
た

綿向山を愛する会
ホームページ

綿向山を愛する会
代表 竹村久二夫さん\

会
員
募
集
中
！/

受彰された皆さん
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